	｢数学Ⅲ｣
	単　　位　　数
	３　 単 　位

	
	学科・学年・学級
	○○○○科　第○学年○～○組


１．学習の到達目標等
	 学習の到達目標
	１　極限，微分法及び積分法についての理解を深めます。
２　１の内容について，知識の習得と技術の習熟を図り，事象を数学的に考察し処理する能力を
　伸ばします。またそれらを積極的に活用する態度を育てます。

	使用教科書・副教材等
	高等学校　新編　数学Ⅲ(啓林館)　　　　　教科傍用問題集


２．学習計画及び評価方法等
	
	学
期
	　　　学　習　内　容
	月
	　　　　　　学習のねらい
	備　考（学習活動の特記事
項，他教科・総合的な学習
の時間・特別活動等との関
連など）
	 考
 査
 範
 囲
	

	
	第
１
学
期
	オリエンテーション
	４
	　「数学Ⅲ」の学習の意義や内容，評価の方法を
理解します，
	
	 第
 １
 学
 期
 中
 間
 考
 査
	

	
	
	第１章  関数
第１節　分数関数
	
	　分数関数の意味を理解し，平行移動の考え方を
利用して，一般的な分数関数のグラフがかけるよ
うにします。
	　反比例については，中学
校で学習しています。
	
	

	
	
	第２節　無理関数
	
	　無理式や無理関数の意味を学び，平行移動を利
用して無理関数のグラフがかけるようにします。
	
	
	

	
	
	第３節　逆関数・合成関数
	
	　逆関数の意味を学び，簡単な関数についてその
逆関数を求められるようにします。
　逆関数のグラフともとの関数のグラフの対称性
を利用して，逆関数のグラフがかけるようにしま
す。
　合成関数の意味を学び，２つの関数の合成関数
が求められるようにします。
	
	
	

	
	
	第４節　弧度法と三角関数
	
	　弧度法の考え方を理解します。
　三角関数の積の形を和の形の式になおしたり，
和の形を積の形になおしたりできるようにしま
す。
	数学Ⅰで三角比，数学Ⅱで
三角関数を学んでいます。
	
	

	
	
	
	５
	
	
	
	

	
	
	第２章　極限
第１節　無限数列の極限
	
	　無限数列について，数列の収束，発散，極限の
性質について理解します。
	
	
	

	
	
	第２節　無限等比数列の極限
	
	　数列{ｒｎ}の極限が，ｒの値によってどのよう
にかわるか調べます。
  無限等比数列の極限を利用して，数列の極限を
求められるようにします。
	
	
	

	
	
	第３節　無限等比級数
	
	　無限等比級数について，収束，発散の条件，発
散する場合の和の求め方を理解します。
　循環小数を分数で表せるようにします。
	
	
	

	
	
	第４節　関数の極限(Ⅰ)
	６
	　関数の極限値の性質を理解して，極限値の計算
ができるようにします。
	
	 第
 １
 学
 期
 期
 末
 考
 査
	

	
	
	第５節　関数の極限(Ⅱ)
	
	　指数関数・対数関数及び三角関数の極限につい
て考察し，その求め方について理解します。
	
	
	

	
	
	第６節　連続関数
	
	　関数の連続性について考察します。
　連続関数の性質として，中間値の定理を理解し
ます。
	
	
	

	
	
	第３章　微分法
第１節　微分係数と導関数
	
	　微分可能の概念を理解し，関数が微分可能であ
ることと，連続であることの関係について理解し
ます。
　関数の和・差・積・商の微分法を考えます。こ
れらの公式を使って簡単な関数の和・差・積・商
の導関数が求められるようにします。
　ｎが整数のとき，ｘｎの導関数がｎｘｎ－１である
ことを理解します。
	　微分法については，数学
Ⅱで学習しています。
　正の整数の場合について
は，数学Ⅱで学んでいます。
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	第
１
学
期
	
	
	
	
	
	

	
	
	第２節　合成関数の微分法
	７
	　合成関数の微分法を理解します。
　ｒが有理数のとき，ｘｒの導関数がｒｘｒ－１であ
ることを理解します。
　ｘ，ｙについての関係式が与えられたとき，ｙ
をｘの関数とみて微分することにより，導関数を
求められることを理解します。
	
	
	

	
	
	第３節　三角関数の微分法
	
	　sinｘ，cosｘ，tanｘの導関数を導き，簡単な
三角関数の導関数を求められるようにします。
	
	
	

	
	
	【課題・提出物等】
１　授業の中で配付する演習プリント（４枚程度）
２　中間考査及び期末考査の範囲内の授業ノート（２回）
３　中間考査及び期末考査の範囲内の副教材演習ノート（２回）
４　節末問題・章末問題の中から指定された問題を解いたレポート（２回）
	

	
	
	【第１学期の評価方法】
　中間考査と期末考査の成績，小テスト，プリント，授業ノート，演習ノート，レポートなどの提出物の内容，学習
活動への参加の仕方や態度などで総合的に評価します。
	


	
	第
２
学
期
	第４節　対数関数・指数関数
　　　　の微分法
	９
	　対数関数を微分することから，自然対数を理解
します。
　対数関数・指数関数の導関数を導き，これらを
含む関数を微分できるようにします。
　関数を微分するとき，その対数をとってから微
分する方法があることを理解します。
	
	 第
 ２
 学
 期
 中
 間
 考
 査
	

	
	
	第４章　微分法の応用
第１節　接線の方程式
	
	　接線の傾きが，微分係数に等しいことを利用し
て，接線や法線の方程式を求められるようにしま
す。
	
	
	

	
	
	第２節　平均値の定理
	
	　導関数を用いて関数値の増減などを調べると
き，基本となる中間値の定理について理解します。
　中間値の定理を用いて，関数値の増減に関する
基本的な定理を証明します。
	
	
	

	
	
	第３節　関数値の増減と極大
　　　　・極小
	
	　関数値の増減のようすを調べ，極値を求められ
るようにします。また，そのグラフがかけるよう
にします。
	
	
	

	
	
	
	10
	
	
	
	

	
	
	第４節　いろいろな応用
	
	　第３節で学んだことを利用して，関数の最大値
や最小値が求められるようにします。
　関数値の増減を利用して，不等式の証明ができ
るようにします。
　関数のグラフを利用して，方程式の実数解の個
数を調べられるようにします。
	
	
	

	
	
	第５節　グラフの凹凸
	
	　導関数の増減を考え，それがもとの関数のグラ
フのどんな性質を表しているか理解します。
　第２次導関数を用いて，グラフの凹凸，変曲点
を調べたり，関数の極値を判定することができる
ようにします。
	
	
	

	
	
	第６節　速度，加速度
	11
	　直線上や平面上を運動する点の速度，加速度を
理解します。
	
	第
２
学
期
期
末
考
査
	

	
	
	第５章　積分法
第１節　不定積分
	
	　不定積分を微分法の逆の計算としてとらえ，分
数関数，指数関数，三角関数などいろいろな関数
の不定積分が求められるようにします。
	　積分法については，数学
Ⅱで学習しています。
	
	

	
	
	第２節　置換積分法と部分積
　　　　分法
	
	　置換積分法や部分積分法を微分法と対応させて
理解します。
　それらの方法を用いて不定積分が求められるよ
うにします。
	
	
	

	
	
	第３節　定積分
	
	　定積分の定義を復習し，その基本性質を理解し
ます。また，いろいろな定積分が求められるよう
にします。
　定積分の置換積分法や部分積分法，偶関数・奇
関数の性質，微分と積分の関係を利用して，定積
分を求められるようにします。
	
	
	

	
	
	
	12
	
	
	
	

	
	
	【課題・提出物等】
１　授業の中で配付する演習プリント(４枚程度)
	

	
	
	
	

	
	
	２　中間考査及び期末考査の範囲内の授業ノート（２回）
３　中間考査及び期末考査の範囲内の副教材演習ノート（２回）
４　節末問題・章末問題の中から指定された問題を解いたレポート（２回）
	

	
	
	【第２学期の評価方法】
　中間考査と期末考査の成績，小テスト，プリント，授業ノート，演習ノート，レポートなどの提出物の内容，学習
活動への参加の仕方や態度などで総合的に評価します。
	


	第
３
学
期
	第６章　積分法の応用
第１節　面積
	１
	　曲線や直線で囲まれた部分の面積が求められる
ようにします。
	　定積分を使うと，曲線で
囲まれた図形の面積が求め
られることは，数学Ⅱで学
んでいます。
	学
年
末
考
査

	
	第２節　体積
	
	　立体図形の体積も，平面図形の面積と同様に，
積分の考えを使って求めることができることを理
解します。
　回転体の体積が求められるようにします。
	
	

	
	第３節　区分求積法と定積分
	
	　区分求積法と定積分の関係を理解します。
	
	

	
	【課題・提出物等】
１　授業の中で配付する演習プリント(１枚程度)
２　学年末考査の範囲内の授業ノート（１回）
３　学年末考査の範囲内の副教材演習ノート（１回）
４　節末問題・章末問題の中から指定された問題を解いたレポート（１回）

	
	【第３学期の評価方法】
　学年末考査の成績，小テスト，プリント，授業ノート，演習ノート，レポートなどの提出物の内容，学習活動への
参加の仕方や態度などで総合的に評価します。

	【年間の学習状況の評価方法】
  下記の４つの観点から評価した１学期の成績，２学期の成績及び３学期の成績を総合し，年間の学習成績とします。
１年間を通しての学習への取り組みの進歩の状況等を含めて評価します。


３．評価の観点，内容及び評価方法
	評価の観点及び内容
	評価方法

	関心・意欲・態度
	　数学的活動を通して，極限，微分法及び積分法における考え
方や体系に関心をもつとともに，数学的な見方や考え方のよさ
を認識し，それらを事象の考察に積極的に活用しようとする。
	・学習活動への参加の仕方や態度
・授業の中で使用するプリント
・授業ノートのまとめ
・演習ノート

	数学的な
見方や考え方
	  数学的活動を通して，極限，微分法及び積分法における数学
的な見方や考え方を身に付け，事象を数学的にとらえ，論理的
に考えるとともに思考の過程を振り返り総合的・発展的に考え
る。
	・定期考査（文章問題の解答）
・授業の中で使用するプリント
・質問に対する発表の内容
・演習ノート，レポート

	表現・処理
	  極限，微分法及び積分法において，事象を数学的に考察し，
表現し処理する仕方や推論の方法を身に付け，よりよく問題を
解決する。
	・定期考査（問題の解法）
・授業の中で使用するプリント
・質問に対する発表の内容
・レポート

	知識・理解
	　極限，微分法及び積分法における基本的な概念，原理・法則，
用語・記号などの理解を深め，知識を身に付けている。
	・定期考査
・小テスト


４．アドバイス等

	確かな学力を身に付
けるためのアドバイス
	　単に１つ１つの事実や公式・定理を覚えるだけでなく，学んでいく途中で，どのような見方や
考え方がなされたかをよく理解し，何が本質的であるかを見抜くことがもっとも大切です。
　多くの疑問を感じて，その疑問を解決するよう努力してほしいと思います。

	授業を受けるに当た
って守ってほしい事項
	・ノートは板書を単に写すだけではなく，例題の解法等において，手順やそこで必要な公式等の
　確認事項などが十分に理解できるように作成することが大切です。教科書に書いてあることと
　同じことを同じように書く必要はありません。
・例題を参考に積極的に練習問題等に取り組み，繰り返しのなかで理解を深めることが大切です。
・授業の開始のチャイムが鳴るまでに，教科書・ノート・筆記用具を準備して各自着席を完了し，
　授業がすぐ始められるようにしてください。(チャイムは授業場所で聞く)
・欠席をした場合は，その授業について十分に学習し，理解しておくことが大切です。

	その他
	「わかる」授業を心がけますので，生徒の皆さんも「つまらない」とか「難しい」と決めつけないで，積極的に授業に参加してください。わからないことをそのままにせず，どんどん質問してほしいと思います。


